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概要 
Abstract 

  
近年, 高齢患者の増加に加え, インプラント治療のトラブルなど高度顎

堤吸収症例が増え, 無歯顎症例の難易度は確実に高まっている. このよう

な患者に対して絶対の自信と技術を持って治療に臨めるのは, いわゆる

「匠」と言われる一部の歯科医師だけかもしれない. そのため, 現在我々

は教育機関として, 全部床義歯補綴治療の「再現性」と「均一化」をめざし

ている. すなわち印象材の種類や印象法などの特徴を明確にし, 術者の経

験や技量に左右されにくい治療方法を模索するものである.  

本発表ではそのために, 無歯顎患者の機能運動, 粘膜に隠れた顎骨の形態

変化を含む解剖学, 印象法や印象材の選択基準をエビデンスと共に示すこ

ととする. 皆さんの明日からの臨床に少しでもお役に立てるような発表に

なれば幸いである. 
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